
様式第 15号（第 12条の 10関係） 

 

     児童手当に係る学校給食費等の徴収等に関する申出書 

 
小田原市長 殿 
 

私は、児童手当法第 21 条     の規定に基づき、市町村長から支給を受ける

児童手当の額から、以下の費用の未納分につき、当該児童手当の支払期日をもって支

払いに充てる旨を申し出ます。 

  なお、申出の撤回又は申出内容の変更を行わない限りにおいて、本申出に基づき、 

   年  月分までの児童手当から各費用の支払に充てるものとします。 

（指定がない場合、空欄としてください） 

 

徴収（支払）費用（該当する項目の□に✓を記入） 

□ 保育所等の保育料 

□ 放課後児童クラブの保護者負担金 

□ 市立中学校・小学校・幼稚園の学校給食費 

□ 市立幼稚園の園長保育料 

□ 市立中学校・小学校・幼稚園の教材費、学級費、生徒会費等 

 

児童の氏名（上欄の費用の支払対象児童） 

小田原 花子、小田原 梅太 

 

支給される児童手当(月額)から徴収（支払）する上限月額を設定する場合、その月額※ 

 

  ※例えば、上記の上限月額に 5,000円と記入している方に児童手当が２か月分まとめて支給される場合、 

5,000円×２か月＝10,000円となり、10,000円まで、指定された項目の費用として徴収（支払）するこ

とができます。 

令和６年 10月 31日 

 

受給者（保護者）住所（受給者が法人である場合は、主たる事務所の所在地）  

                                 

受給者氏名（受給者が法人である場合、法人名等） 

                                         
 

 
【添付必須】□受給者の本人確認書類(マイナンバーカード写真面、運転免許証、保険証など)コピー 

 

第１項 

第２項 

※認定番号 

徴収の最終年月を指定する場合に記入 

指定がないときは記入不要 

小田原市荻窪〇〇番地 

小田原 太郎 

記入した日 
児童手当の受給者の住所・氏名 

※受給者の配偶者や児童の氏名で

記入された場合は受付できません 

徴収の上限額を設定したいときに記入 

指定がないときは記入不要 

記入例（新たな申出をするとき） 

※本人確認書類を添付して提出してください。 

 


